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脊椎動物の中軸骨格である脊椎は、（１）中胚葉組織である体節の形成／分節、（２）体

節の一部からの硬節の誘導、（３）硬節細胞を前駆細胞とする軟骨性骨原基の形成、そし

て（４）内軟骨性骨化の過程をへて形成される。演者は過去１8年に渡って、マウスをモ

デル動物系として用い、ポジショナル·クローニングやノックアウト·マウスの作成等を行

うことで、脊椎形成におけるこれらの諸過程を制御するメカニズムの解明を目指す分子遺

伝学的研究を行ってきた。セミナーでは最近の研究成果の中から、硬節分化における転写

調節因子Pax1ならびにPax9の役割、体節形成と骨形成におけるWNTシグナルの役割等の話

題を紹介したい。 
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